
慶應ヘルスサイエンスニューズレター Vol.7

　サイエンスで健康になる！
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高血圧・動脈硬化
動脈が、分厚く硬くなる動脈硬化が起こると血液の通りが悪くなるが、
からだは何とか全身に血液を巡らそうとするため、血圧が高くなる。
すると動脈に強い圧力がかかり、
血管が傷ついて動脈硬化が進むという悪循環に陥る。
これが数十年の年月をかけて繰り返され、あるとき
脳卒中や心筋梗塞といった、命とりになりかねない病気を引き起こす。
“静かな悪循環”を食い止める方策は――。

サイエンスに基づく正しい健康情報の
周知をはかり、人々の健康寿命の延長に
資することを目的とするニューズレタ
ー。「食」「運動」「心」という三つのカテゴ
リー別に、「今日から行動する」ために必
要な情報を、最新の研究データからピッ
クアップして紹介。取り上げるトピック
スについては、編集長の慶應義塾大学
医学部眼科学教室教授の坪田一男、副
編集長の同大学院政策・メディア研究
科教授の渡辺光博が、その背景や確か
らしさ、今後の展望などを「Edito r’s 
Check」欄で紹介する。編集委員とし
て、慶應義塾大学医学部、環境情報学部
などのスタッフら22人がサポート。
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